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平成 3 1 年 3 月 2

　１２月７日・１０日・１１日の３日間で１４名の

議員が市政全般にわたる施策の状況や方針などにつ

いて、市当局に問い質しました。要約をご紹介します。

　左記の二次元バーコードを、スマートフォン等の

バーコードリーダーで読み取るか、奄美市議会ホー

ムページで一般質問の録画中継がご覧いただけます。

議会録画配信はこちら
１ 元野 景一
２ 橋口 耕太郎
３ 三島 照
４ 関 誠之
５ 奥 輝人

１ 渡 雅之
２ 川口 幸義
３ 松山 さおり
４ 西 公郎
５ 大迫 勝史

１ 﨑田 信正
２ 安田 壮平
３ 多田 義一
４ 伊東 隆吉

議会録画配信

元野 景一
（自由民主党）

中
心
商
店
街
の
賑
い
は
戻
る
の
か

 

小
中
学
校
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　

  

早
期
実
現
を 

第４回定例会 一般質問

市政を問う

答

国
に
お
い
て
補
正
予
算

が
成
立
し
、
本
市
も
小
中
学

校
お
よ
び
幼
稚
園
へ
の
ク
ー

ラ
ー
設
置
を
検
討
し
、
今
回

の
補
正
予
算
に
計
上
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

設
計
完
了
が
４
月
末
、
そ
の

後
速
や
か
に
工
事
発
注
し
最

終
的
な
整
備
完
了
は
来
年
度

末
を
予
定
。

答

主
に
３
点
行
っ
た
。
１
点

目
が
、
世
界
自
然
遺
産
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
２
点
目
が
、
子
ど
も

世
界
自
然
遺
産
講
座
、
３
点

目
が
、
世
界
自
然
遺
産
唄
島

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。
今

後
も
、
地
域
住
民
の
理
解
と

支
援
を
得
る
た
め
の
普
及
啓

発
及
び
参
加
型
活
動
に
つ
い

て
は
国
・
県
・
奄
美
大
島
５

市
町
村
で
連
携
し
取
り
組
み

を
続
け
て
い
く
。

答

状
況
は
左
記
の
と
お
り
。

奨
励
金
対
象
者
に
実
態
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
約
65
％
が

雇
用
継
続
し
て
お
り
、
定
着

率
で
は
全
国
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
。

１
日
目

２
日
目

３
日
目

※質問順に掲載

答

奄
美
市
総
合
計
画
基
本

構
想
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

平
成
32
年
度
ま
で
の
10
年
間

を
計
画
期
間
と
し
た
将
来
目

標
を
明
ら
か
に
し
た
本
市
最

上
位
計
画
で
あ
る
。
商
工
業

振
興
の
中
で
検
証
の
結
果
は

評
価
「
Ｃ
や
や
不
良
」
で
あ
る
。

課
題
解
決
の
た
め
見
直
し
や

末
広
・
港
土
地
区
画
整
理
事

業
と
連
動
し
た
商
業
施
設
の

集
積
促
進
等
に
盛
り
込
ん
だ

と
こ
ろ
で
あ
る
。

答

平
成
29
年
３
月
に
策
定

し
た
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
が
国
の
認
定
を
受
け
、

こ
の
計
画
に
基
づ
き
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
通

り
会
連
合
会
の
中
心
メ
ン

バ
ー
、
若
手
メ
ン
バ
ー
の
新

た
な
取
り
組
み
等
も
あ
り
、

市
と
し
て
も
必
要
な
支
援
、

協
力
を
行
な
っ
て
行
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
新
た
な

行
政
課
題
に
つ
い
て

橋口 耕太郎
（公明党）

問

小
中
学
校
へ
の
ク
ー
ラ
ー

設
置
・
早
期
実
現
を

年度 事業所数 雇用者数 奨励金

29 5 8 名 160 万円

28 8 9 名 180 万円

27 4 6 名 120 万円

問

世
界
自
然
遺
産
へ
の
市
民
・

島
民
向
け
の
周
知
・
啓
発
は

問

高
卒
ル
ー
キ
ー
雇
用
奨

励
補
助
事
業
の
執
行
状
況
は

問

後
期
基
本
計
画
が
平
成

28
年
度
よ
り
平
成
32
年
度
と

し
た
10
年
計
画
が
目
前
に
迫

り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

及
び
検
証
を
ど
う
考
え
る
か
。

問

つ
い
に
メ
イ
ン
の
中
央
通

り
と
奄
美
本
通
り
の
店
舗
が

閉
店
を
し
た
。
中
心
商
店
街

の
賑
い
は
本
当
に
大
丈
夫
か

▲メインの中央通りと奄美本
通りの店舗が閉店をした



3 平成 3 1 年 3 月

答

高
射
特
科
部
隊
は
、
対

空
戦
闘
部
隊
と
し
て
侵
攻

す
る
航
空
機
を
迎
撃
す
る

と
と
も
に
、
広
範
囲
に
わ
た

り
迅
速
か
つ
組
織
的
な
対
空

情
報
活
動
を
行
う
部
隊
を

い
う
。

答

平
成
26
年
８
月
に
大
臣

来
庁
時
に
、
中
距
離
地
対
空

誘
導
弾
を
装
備
す
る
部
隊

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

答

得
ら
れ
た
情
報
に
つ
い

て
は
市
民
へ
の
周
知
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。

答

当
面
は
観
光
案
内
エ
リ

ア
に
お
い
て
サ
ン
奄
美
の
加

工
商
品
と
農
産
物
の
販
売
を

行
っ
て
い
く
。
今
後
の
運
営

に
つ
い
て
は
施
設
の
委
託
業

者
と
協
議
し
て
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
観
光
行
政
に
つ
い
て
、
今

後
の
台
湾
と
の
人
的
交
流
の

課
題
と
方
向
性
に
つ
い
て

〇
子
育
て
支
援
と
教
育
行
政

に
つ
い
て
、
遠
足
等
バ
ス
代

負
担
に
つ
い
て

  
ミ
サ
イ
ル
迎
撃
部
隊
と
は

　
　
　
　
　
　
ど
う
い
う
部
隊
か

世
界
自
然
遺
産
登
録
の

    　
　
　
　

   

再
決
定
後
の
取
組
み

生
産
牛

た
ん
か
ん 

の
振
興

答

奄
美
大
島
は
、
推
薦
区

域
の
連
結
及
び
再
編
困
難
な

小
規
模
区
域
の
除
外
な
ど

で
、
九
つ
の
区
域
を
1
区
域

に
統
合
す
る
。
総
合
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、
科
学

委
員
会
Ｗ
Ｇ
で
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
計
画
の
基
本
方
針
や
作

業
日
程
（
案
）
が
示
さ
れ
取

り
組
ん
で
い
る
。
12
月
に
開

催
予
定
の
科
学
委
員
会
等
で

推
薦
書
、
包
括
管
理
計
画
等

の
推
薦
書
類
の
修
正
意
見
を

受
け
、
来
年
2
月
に
推
薦

書
の
再
提
出
と
な
る
。

答

防
衛
省
へ
の
説
明
会
の

要
請
は
予
定
し
て
い
な
い
。

今
後
と
も
国
と
連
携
し
、
得

ら
れ
た
情
報
は
議
会
に
報

告
し
、
市
民
に
周
知
を
図
る
。

答

地
元
新
聞
2
社
に
広
告

を
掲
載
、8
社
を
選
定
し
た
。

登
録
期
限
は
今
年
3
月
末

ま
で
、
新
規
登
録
は
随
時
受

け
付
け
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
笠
利
地
区
給
食
セ
ン
タ
ー

委
託
業
務
改
善
を

〇
住
用
町
西
仲
間
の
冠
水
予

防
を

○
大
型
船
の
入
港
が
で
き
る

よ
う
沖
防
波
堤
の
補
修
を

答

こ
の
事
業
は
、
自
給
飼

料
増
産
の
為
の
飼
料
畑
の
整

備
を
行
う
の
が
目
的
で
、
施

設
規
模
に
応
じ
た
飼
料
畑
の

造
成
を
実
施
す
る
事
が
条

件
で
あ
る
。

答

ご
提
言
の
、
広
域
的
な

畜
産
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
つ
い
て
は
、
県
、
Ｊ
Ａ
あ

ま
み
、
構
成
市
町
村
と
各
種

課
題
や
必
要
性
を
含
め
、
十

分
に
検
討
協
議
す
る
必
要

が
あ
る
。

答

ま
ず
は
、
生
産
者
ひ
と

り
ひ
と
り
が
当
初
計
画
の
出

荷
量
確
保
に
向
け
て
努
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

問

畜
産
基
盤
再
編
総
合
整

備
事
業
の
要
件
の
中
で
、
飼

料
畑
造
成
30
ａ
以
上
実
施
す

る
事
と
な
っ
て
い
る
が
、
荒

廃
地
や
原
野
、
山
林
な
ど
確

保
が
厳
し
い
現
状
で
あ
る
。

台
風
に
強
い
牛
舎
の
建
設
に

は
必
要
不
可
欠
な
事
業
で
あ

り
、
土
地
造
成
の
要
件
を
緩

和
で
き
な
い
か

問

ミ
サ
イ
ル
迎
撃
部
隊
と

は
ど
う
い
う
部
隊
か

問 

世
界
自
然
遺
産
登
録
の

再
決
定
後
の
取
組
み

三島 照
（日本共産党）

関 誠之
（社会民主党）

奥 輝人
（自由民主党）

問

牛
農
家
の
担
い
手
育
成

の
為
に
、
他
町
村
や
Ｊ
Ａ
あ

ま
み
と
連
携
し
て
、
支
援
セ

ン
タ
ー
・
研
修
施
設
等
の
建

設
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か

問

た
ん
か
ん
の
振
興
。
奄

美
大
島
選
果
場
の
活
用
に

つ
い
て
、
共
販
個
販
を
含
め

て
、
計
画
出
荷
量
２
５
０
ト

ン
が
実
践
で
き
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

問

陸
自
警
備
・
ミ
サ
イ
ル
部

隊
の
配
置
等
の
内
容
説
明
会

開
催
を
市
長
が
防
衛
省
・
局

に
要
請
は
で
き
な
い
か

問

名
瀬
・
住
用
地
区
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
果
実
・
野
菜
類
納

入
業
者
の
選
定
等
に
つ
い
て

問

ミ
サ
イ
ル
部
隊
の
配
備

は
い
つ
知
っ
た
の
か

問

市
民
の
不
安
解
消
の
た

め
の
説
明
責
任
を

問

サ
ン
奄
美
の
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て

▲総トン数 約 77,000トンの
客船サンプリンセス

▲節田地区生産農家の母牛の食事中



平成 3 1 年 3 月 4

世
界
自
然
遺
産
に
つ
い
て

外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
に
つ
い
て

名
瀬
・
住
用
地
区

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

答

大
変
残
念
に
感
じ
た
。

し
か
し
、
自
然
遺
産
と
し
て

の
価
値
は
認
め
て
お
り
、
引

き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し

２
年
後
の
登
録
を
目
指
す
。

　

次
に
ノ
ラ
ネ
コ
問
題
だ
が
、

前
５
年
間
の
不
妊
去
勢
は
８

３
７
頭
で
、
今
年
度
も
11
月

末
で
３
８
３
頭
に
Ｔ
Ｎ
Ｒ
を

実
施
し
た
。

　

ノ
ヤ
ギ
に
つ
い
て
は
、
前

８
年
間
で
２
１
７
頭
を
駆
除

し
、
又
、
今
年
度
は
20
頭
を

予
定
し
て
い
る
。
ヤ
ギ
は
島

料
理
の
一
つ
の
食
材
で
あ
り
、

全
国
的
な
ジ
ビ
エ
ブ
ー
ム
の

中
、
ノ
ヤ
ギ
を
駆
除
し
た
後
、

埋
め
る
の
は
食
材
の
損
失
で

あ
り
、
ジ
ビ
エ
料
理
と
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
関
係
機
関

と
協
議
す
る
よ
う
強
く
要
望

し
た
。

答

法
定
雇
用
率
は
公
共
団

体
で
は
2.5
％
と
な
っ
て
い
る

が
本
市
は
2
・

26
％
と
下
回
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
募
集
を

行
な
う
。
又
、
不
適
切
な
条

件
は
見
直
す
考
え
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
災
害
時
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

〇
新
庁
舎
設
計
変
更
及
び
土

地
の
評
価
変
更
に
つ
い
て

答

日
本
国
内
に
お
け
る
外

国
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
に
は
１
２
７
万
人

を
超
え
、
10
年
前
に
比
べ
る

と
３
倍
近
く
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
名
瀬
管
内
に
お
い
て
は
、

平
成
29
年
は
95
事
業
所
か
ら

届
け
出
が
あ
り
、
外
国
人
労

働
者
数
２
３
２
名
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
多
く
は
永
住
者

（
主
に
日
系
人
）
や
配
偶
者

が
日
本
人
と
い
っ
た
身
分
に

基
づ
く
在
留
資
格
で
96
人
、

41
・

４
％
、
次
い
で
建
設
会

社
等
で
働
く
技
能
実
習
の
労

働
者
が
90
人
、
38

・

８
％
と

な
っ
て
い
る
。

答

平
成
29
年
度
の
搬
送
実

績
は
、
奄
美
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

運
航
調
整
委
員
会
の
資
料
に

よ
る
と
、
十
島
か
ら
与
論
島

ま
で
全
地
域
の
出
動
要
請
は

６
７
５
件
で
う
ち
４
９
３
人

を
搬
送
し
て
い
る
。
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
導
入
後
の
効
果
と

し
て
、
ド
ク
タ
ー
が
現
場
等

出
動
時
に
早
期
に
患
者
に
接

触
す
る
こ
と
で
救
命
率
の
向

上
や
後
遺
症
軽
減
の
効
果
と

し
て
90

・

１
％
が
効
果
あ
り

と
判
定
さ
れ
て
い
る
。

答

平
成
29
年
度
は
奄
美
市

が
10
件
、
４
２
８
千
円
、
大

和
村
が
１
件
、
41
千
円
、
瀬

戸
内
町
が
１
件
、
48
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
宇
検
村
と
龍

郷
町
に
つ
い
て
は
助
成
実
績

が
な
い
。
平
成
30
年
度
の
11

月
時
点
で
の
実
績
は
奄
美
市

が
8
件
、
２
９
８
千
円
、
龍

郷
町
が
２
件
、
65
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
宇
検
村
と
大

和
村
、
瀬
戸
内
町
に
つ
い
て

は
ま
だ
助
成
実
績
が
な
い
。

答

10
月
に
は
各
小
中
学
校

で
実
施
し
た
試
食
会
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
献
立
に
つ

い
て
は
魚
や
野
菜
を
多
く
取

り
入
れ
て
い
る
こ
と
、
量
や

味
付
け
に
つ
い
て
も
ち
ょ
う

ど
良
い
と
い
う
評
価
を
多
数

い
た
だ
い
て
い
る
。

答

給
食
の
献
立
の
中
に
島

の
食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理

を
取
り
入
れ
、
給
食
と
し
て

提
供
し
て
お
り
、
平
成
24
年

度
に
作
成
し
た
「
奄
美
の
地

場
産
カ
ル
タ
」
も
現
在
、
市

内
の
80
％
以
上
の
学
校
で
活

用
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
黒
う
さ
ぎ
留
学
に
つ
い
て

〇
本
場
奄
美
大
島
紬
の
復
興

に
つ
い
て

問

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
誘
致
助
成

事
業
の
近
年
の
実
績
は
？

問

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
延
期
勧
告
を

ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
、
ま

た
ノ
ラ
ネ
コ
問
題
や
ノ
ヤ
ギ

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か

問

奄
美
市
の
外
国
人
労

働
者
受
け
入
れ
に
つ
い
て

渡 雅之
（無所属）

川口 幸義
（自由民主党）

松山 さおり
（自民新風会）

問

奄
美
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

導
入
後
の
救
急
搬
送
体
制

に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度

搬
送
実
績
と
導
入
に
よ
る

効
果
に
つ
い
て　

問

障
が
い
者
雇
用
の
現
状
は

問

名
瀬
・
住
用
地
区
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
２
学
期
か

ら
の
運
用
は
？

問

各
小
中
学
校
で
の
奄
美

の
食
文
化
を
残
す
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
？
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Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
勧
告
観
光
施
設
及
び

　
　
　

   

観
光
開
発
計
画
に
つ
い
て

 　
学
校
の
安
全
対
策

　
　
　
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て

消
費
税
増
税
時
の
低
所
得
者
対
策
は

答

遺
産
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
住
用
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
敷
地
内
に
整
備
を
予
定
し

て
い
る
。
平
成
31
年
度
基
本

設
計
、
平
成
32
年
度
実
施
設

計
、
平
成
33
～
34
年
度
に
建

設
の
予
定
。

答

事
故
防
止
に
取
り
組
む

事
で
島
民
の
安
全
確
保
と
観

光
客
の
満
足
し
た
旅
行
に
も

繋
が
る
と
考
え
る
。

　

ポ
ス
タ
ー
を
含
め
た
啓
発

活
動
に
つ
い
て
は
関
係
機
関

と
意
見
交
換
の
う
え
検
討
し

て
参
り
た
い
。

答

減
少
し
た
事
に
つ
い
て
、

専
門
機
関
を
含
め
検
証
し
た

結
果
、
海
水
温
の
変
化
や
藻

場
の
減
少
ま
た
、
種
苗
放
流

を
行
っ
て
い
な
い
事
な
ど

様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
林
業
振
興
で
の
学
有
林
管

理
体
制
に
つ
い
て

〇
三
儀
山
バ
イ
パ
ス
に
つ
い

て
の
可
能
性

〇
東
が
丘
団
地
迂
回
路
に
つ

い
て
の
見
解

答

大
阪
北
部
地
震
発
生
後

に
各
学
校
へ
調
査
を
依
頼
、

学
校
調
査
を
基
に
綿
密
に

現
地
調
査
の
結
果
、
緊
急
性

の
あ
る
件
に
つ
い
て
は
既
定

の
予
算
で
対
応
済
で
あ
り
、

現
状
と
し
て
は
緊
急
性
の
あ

る
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
な
い

状
況
で
あ
る
。
通
学
路
に
つ

い
て
も
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
安
心
・
安
全
な

学
校
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

答

平
成
30
年
２
月
に
「
ま

な
び
・
福
祉
フ
ェ
ス
タ
」
の

中
で
一
度
、
開
催
し
、
内
容

を
Ｈ
Ｐ
で
も
紹
介
し
て
お

り
、
不
用
に
な
っ
た
食
品
等

の
相
談
や
受
付
を
担
当
課
で

で
き
る
旨
を
周
知
し
て
い

る
。
今
後
も
市
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
等
で
持
続
的
な
啓
発
活

動
と
併
せ
て
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
で
き
る
の
か
検

討
す
る
。

答

国
の
動
向
を
し
っ
か
り

と
見
極
め
、
市
内
事
業
者
や

市
民
生
活
へ
の
影
響
・
実
態

な
ど
を
踏
ま
え
、
必
要
な
対

応
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

答

民
間
事
業
者
に
よ
る
移

動
販
売
や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
、
ご
長
寿
応
援
券
の
活

用
、
バ
ス
事
業
者
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
公
共
交
通

機
関
の
利
便
性
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
検
討
し
、
少

し
で
も
買
い
物
不
便
の
解
消

に
努
め
た
い
。

答

本
年
度
か
ら
空
き
家
解

消
と
し
て
工
事
着
手
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
３
～
５
年
後

に
は
、
空
き
家
待
機
者
の
方

や
住
替
え
希
望
者
の
方
の
要

望
は
、
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
て
い

く
と
思
わ
れ
る
。
玄
関
ド
ア

の
修
繕
及
び
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ

へ
の
取
替
え
は
、
建
替
え
及

び
維
持
保
全
の
判
断
を
行

い
、
ス
ト
ッ
ク
改
善
事
業
等

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
畳

替
え
は
、
今
後
と
も
入
居
者

の
負
担
で
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ

い
て

問

来
年
10
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
消
費
税
増
税
で
低
所

得
者
対
策
は

問

今
年
度
の
国
の
補
正
予

算
で
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤

去
、
改
修
の
予
算
付
け
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
於

け
る
学
校
施
設
や
通
学
路
の

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査

状
況
と
対
応
並
び
に
今
後
の

計
画
を
示
せ

西 公郎
（自民新風会）

大迫 勝史
（公明党）

﨑田 信正
（日本共産党）

問

自
治
体
で
行
う
「
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
」
が
増
え
つ
つ
あ

る
が
、
本
市
で
も
取
り
組
む

考
え
は
な
い
か

 

▶ 

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ

た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
様
子

問

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
勧
告
観
光
施
設

及
び
観
光
開
発
計
画
に
つ
い
て

問

レ
ン
タ
カ
ー
事
故
防
止
に

つ
い
て
広
域
的
な
ポ
ス
タ
ー
作

製
に
つ
い
て

問

ス
ジ
ア
ラ
、
シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ

ニ
等
の
放
流
事
業
支
援
に
つ
い

て
の
年
度
毎
の
検
証
に
つ
い
て

問

佐
大
熊
地
区
の
買
い
物

不
便
へ
の
対
策
は

問

市
営
住
宅
の
現
状
と
対

策
は
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奄
美
の
観
光
の

さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
！

朝
日
小
学
校
区
で
の
学
童
教
室
の

増
設
で
き
な
い
の
か

国
道
整
備
、
お
が
み
山
バ
イ
パ
ス

和
瀬
（
城
）
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

答

復
旧
費
用
が
大
き
い
も

の
は
、
朝
戸
の
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
３
０
８
５
万
円
、
住

用
三
太
郎
の
里
１
１
０
２
万

円
、
住
用
農
林
産
物
加
工
セ

ン
タ
ー
６
４
３
万
円
な
ど
。

答

給
食
セ
ン
タ
ー
は
全
て

の
窓
に
雨
戸
を
設
置
す
る
。

三
太
郎
の
里
と
加
工
セ
ン

タ
ー
は
強
化
ガ
ラ
ス
と
雨
戸

を
設
置
し
、
防
風
林
や
防
風

ネ
ッ
ト
も
検
討
す
る
。

答

滞
在
日
数
・
観
光
消
費

額
・
観
光
満
足
度
の
３
つ
の

成
果
指
標
を
設
定
し
、
各
種

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

行
政
と
し
て
も
多
様
な
関
係

者
と
協
力
し
な
が
ら
主
体
的

に
関
わ
っ
て
い
る
。

答

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
等
を

考
慮
し
て
検
討
し
た
い
。

答

リ
ム
ジ
ン
タ
イ
プ
の
車

両
を
２
台
導
入
し
、
一
日
フ

リ
ー
パ
ス
を
発
行
し
た
。
観

光
地
を
巡
る
周
遊
バ
ス
や
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
自
動
運
転
車

に
つ
い
て
も
研
究
・
検
討
し

た
い
。

（
Ａ
Ｉ
と
は･･･

人
工
知
能
の
こ
と
）

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
新
地
方
公
会
計
制
度
に
つ

い
て

答

１
校
区
に
集
中
し
な
い

よ
う
に
他
校
区
へ
も
平
均
し

て
振
り
分
け
で
き
な
い
か
依

頼
し
て
い
る
。
万
が
一
、
学

級
数
が
増
え
る
場
合
に
は
、

既
存
施
設
で
の
調
整
で
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
学

童
教
室
に
つ
い
て
は
、
朝
日

小
学
校
区
は
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
者
が
多
い
と

こ
ろ
で
、
自
衛
隊
関
係
者
の

児
童
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な

か
、
教
室
の
増
設
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
児
童
数
の
推
移
を
見

据
え
た
上
で
、
教
室
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答

農
業
振
興
の
た
め
の
事

業
導
入
、
農
家
と
し
て
安
定

し
て
い
け
る
様
に
積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

国
指
定
史
跡
、
小
湊
フ
ワ
ガ

ネ
ク
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
保

存
活
用
に
向
け
計
画
策
定
し

古
見
方
活
性
化
に
繋
げ
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
大
島
本
島
の
観
光
に
お
け

る
連
携
に
つ
い
て

○
学
童
教
室
の
増
設
に
つ
い
て

答

来
年
度
か
ら
の
事
業
再

開
に
向
け
た
手
続
き
の
一
つ

と
し
て
、
説
明
会
を
実
施
、

事
業
対
象
の
地
権
者
や
住

民
が
出
席
し
た
。
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は「
平

成
31
年
４
月
以
降
、
ト
ン
ネ

ル
等
の
設
計
の
修
正
や
事
業

用
地
の
買
収
を
進
め
、
そ
の

後
工
事
着
手
の
予
定
」
供
用

開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
は
示
せ
な
い
。
今
後

事
業
に
着
手
す
る
事
で
、
渋

滞
緩
和
等
の
効
果
が
図
ら
れ

機
能
的
で
一
体
性
の
あ
る
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
資
す

る
も
の
と
考
え
る
。

答

当
該
地
区
は
地
番
が
特

定
で
き
ず
、
所
有
者
不
明
土

地
の
特
別
措
置
法
適
用
が
困

難
と
な
っ
て
お
り
、
２
０
２

０
年
に
予
定
の
土
地
基
本
法

や
民
事
基
本
法
等
の
見
直
し

を
行
う
と
し
て
お
り
、
今
後

の
国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

答

同
航
路
の
必
要
性
や
期

待
値
の
高
さ
は
十
分
認
識
し

て
お
り
、
次
年
度
以
降
の
支

援
も
関
係
機
関
と
検
討
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
自
衛
隊
駐
屯
地
建
設
の
経

済
波
及
効
果
に
つ
い
て

〇
東
が
丘
団
地
へ
の
災
害
市

道
整
備
に
つ
い
て

問

県
は
国
道
58
号
お
が
み

山
バ
イ
パ
ス
事
業
再
開
を
表

明
今
後
の
計
画
の
推
移
は

問

台
風
24
号
で
被
災
し
た

公
共
施
設
の
う
ち
、
直
近
３

年
間
で
建
設
さ
れ
た
も
の
は

問

朝
日
小
学
校
区
に
、
自
衛

隊
隊
員
の
官
舎
が
設
置
さ
れ
、

４
月
よ
り
隊
員
家
族
が
校
区

内
に
転
属
し
て
く
る
が
、
一

番
生
徒
数
の
多
い
朝
日
小
学

校
の
対
応
は
可
能
か
。
ま
た
、

学
童
教
室
の
増
設
は
で
き
な

い
の
か

安田 壮平
（自民新風会）

多田 義一
（自民新風会）

伊東 隆吉
（自由民主党）

問

住
用
和
瀬
（
城
）
バ
イ

パ
ス
道
路
に
つ
い
て

問

奄
美
ー
屋
久
島
航
路
の
一

年
間
の
試
験
運
行
に
つ
い
て

問

根
本
的
な
防
風
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か

問

奄
美
大
島
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
掲
げ

る
中
長
期
観
光
戦
略
の
進
捗
は

問

金
作
原
原
生
林
に
バ
イ
オ

ト
イ
レ
を
設
置
し
て
は
ど
う
か

問

観
光
客
の
路
線
バ
ス
利

用
率
を
向
上
さ
せ
る
に
は

問

古
見
方
地
区
の
今
後
に
つ

い
て
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１２月１４日 文教厚生委員会
１２月１６日 産業建設委員会
１２月１７日 総務企画委員会

審査概要
常任委員会

上記の日程で議案について審査しました。
委員会の審査について一部ご紹介します。

第４回定例会

森
と
水
の
ま
ち
住
用
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

工
事
請
負
費　
　
　
　
　
　
　
▼
１
０
０
万
円

中
核
施
設
整
備
事
業
に
伴
い
支
障
と
な
る
水
道

管
を
移
設
す
る
た
め
の
工
事
請
負
費

問

中
核
施
設
整
備
事
業
の
将
来
計
画
は

答

31
年
度
か
ら
の
計
画
と
し
て
遊
具
広
場
を
設

置
し
、
施
設
一
帯
が
子
ど
も
た
ち
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
な
り
、
観
光
的
な
交
流
の
場
に
な

る
よ
う
整
備
を
進
め
た
い
。

奄
美
市
地
と
知
の
交
流
拠
点
施
設
は
，
学
校
や
文

教
施
設
が
近
隣
に
あ
る
立
地
条
件
を
生
か
し
，
奄
美

地
区
を
中
心
と
し
て
地
元
住
民
の
世
代
間
交
流
に
よ

る
「
地
域
」
と
「
知
恵
」
の
交
流
や
，
地
元
学
生
と

各
種
団
体
等
と
の
「
地
域
」
と
「
知
識
」
の
交
流
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で
あ
る
。

総
務
企
画
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

公
共
下
水
道
事
業
費　

工
事
請
負
費　
　
　
　
　
　
　
▼
５
０
０
万
円

東
ヶ
丘
の
法
面
崩
壊
の
災
害
復
旧
工
事
に
伴
い
、
支
障

と
な
る
汚
水
管
を
移
設
す
る
費
用
と
し
て
増
額
計
上

和
瀬
バ
イ
パ
ス
（
国
道
58
号
線
）
奄
美
住
用
町

城
地
区
の
早
期
供
用
開
始
に
関
す
る
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
採
択
す
べ
き
も
の

住
用
町
の
和
瀬
バ
イ
パ
ス
に
お
い
て
、
城
地
区
の
字
図

混
乱
（
所
有
者
不
明
の
土
地
が
多
い
こ
と
）
に
よ
り
、

ト
ン
ネ
ル
の
出
口
に
急
カ
ー
ブ
が
あ
る
こ
と
や
集
落

の
中
を
通
る
道
路
が
狭
く
、
非
常
に
危
険
と
い
う
こ

と
で
、
問
題
解
決
を
図
る
よ
う
県
に
要
望
す
る
も
の ▲台風 24 号の被害により法面

が崩壊した市道小浜 28 号線

奄
美
市
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
及
び
選
挙
運
動
用

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成
に
要
す
る
経
費
の
公
費
負

担
に
係
る
所
要
の
規
定
を
追
加
す
る
た
め
の
も
の

問

ビ
ラ
の
枚
数
限
度
額
は
あ
る
の
か

答

市
長
が
１
万
６
千
枚
、
議
員
が
４
千
枚
で
単

価
は
双
方
と
も
７
円
51
銭
。

奄
美
市
地
と
知
の
交
流
拠
点
施
設
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

奄
美
市
本
庁
舎
新
築
工
事
に
お
い
て
間
接
費
の
設

計
変
更
に
伴
い
変
更
契
約
を
締
結
す
る
た
め
。

問

何
人
の
地
区
外
労
働
者
が
現
場
で
働
い
た
か

答

期
間
中
の
延
べ
労

働
者
は
約
３
万
４
千

人
、
こ
の
う
ち
地
区
外

労
働
者
は
約
９
２
５
０

人
、
約
26
％
。

▲奄美市役所新庁舎模型

教
育
施
設
冷
房
設
備
整
備
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
11
億
１
１
０
０
万
円

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
に
空
調
設
備
を
設
置

す
る
た
め
の
委
託
料
と
工
事
請
負
費

問

電
気
代
の
見
通
し
は

答

普
通
教
室
が
１
日
６
時
間
を
95
日
間
使
用
し

て
５
７
０
時
間
、
特
別
教
室
は
１
９
０
時
間
と
し

て
計
算
し
た
場
合
、
電
気
代
が
約
９
５
０
万
円
、

こ
れ
に
最
大
需
要
電

力
に
応
じ
た
基
本
料

金
が
約
８
５
０
万
円

増
額
す
る
こ
と
を
合

わ
せ
る
と
、
年
間
約

１
８
０
０
万
円
と
試

算
し
て
い
る
。

障
害
者
福
祉
費　
扶
助
費

　
　
　
　
　
　
　
▼
３
億
２
４
９
８
万
３
千
円

う
ち
、
介
護
給
付
等
事
業
費
２
億
３
９
６
４
万
９
千

円
は
、
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・

Ｂ
型
、
生
活
介
護
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
、
障
害
児

給
付
等
事
業
費
７
８
０
３
万
４
千
円
は
、
放
課
後
デ

イ
サ
ー
ビ
ス・児
童
発
達
支
援
の
増
額
に
よ
る
も
の
。

問

障
害
者
福
祉
費
の
扶
助
費
の
伸
び
の
特
徴
に
つ
い
て

答

介
護
給
付
等
事
業
費
は
昨
年
度
の
決
算
と
比

較
し
て
１
０
８
％
の
伸
び
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

中
で
も
就
労
継
続
支
援
な
ど
の
訓
練
等
給
付
に
関

す
る
支
出
が
伸
び
て
お
り
、
特
に
精
神
疾
患
を
有

す
る
利
用
者
へ
の
給
付
が
増
え
て
い
る
。
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第 4 回定例会の主な議案
＊付託委員会の一般会計決算等審査特別委員会は「一般会計」、特別会計決算等審査特別委員会は「特別会計」と記載しています。

▽　左ページへ続く　▽

議案等番号 件名 議決結果 付託委員会

報告第４号
専決処分の承認を求めることについて（専決第９号　平成
30 年度奄美市一般会計補正予算（第４号）について）

承認 本会議

議案第 93号 平成 30 年度奄美市一般会計補正予算（第５号）について 原案可決 全委員会

議案第 94 号
平成 30 年度奄美市国民健康保険事業特別会計補正予算（第
３号）について

原案可決 文教厚生

議案第 95号
平成 30 年度奄美市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
について

原案可決 文教厚生

議案第 96号
平成 30 年度奄美市公共下水道事業特別会計補正予算（第３
号）について

原案可決 産業建設

議案第 97 号
平成 30 年度奄美市農業集落排水事業特別会計補正予算（第
２号）について

原案可決 産業建設

議案第 98 号 平成 30 年度奄美市水道事業会計補正予算（第２号）について 原案可決 産業建設

議案第 99号
奄美市議会の議員及び長の選挙における選挙運動用自動車の
使用及び選挙運動用ポスターの作成の公営に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

原案可決 総務企画

議案第100号 奄美市地と知の交流拠点施設条例の制定について 原案可決 総務企画

議案第101号
奄美市長及び副市長の給与に関する条例等の一部を改正する
条例の制定について

原案可決 総務企画

議案第102 号
奄美市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

原案可決 総務企画

議案第103号 工事請負契約の変更契約の締結について 原案可決 総務企画

議案第104号 奄美市地と知の交流拠点施設の指定管理者の指定について 原案可決 総務企画

議案第105号 奄美市屋仁川駐車場の指定管理者の指定について 原案可決 産業建設

議案第106号 奄美体験交流館の指定管理者の指定について 原案可決 文教厚生

発議第６号
和瀬バイパス国道 58 号奄美市住用町城地区の早期供用開始
に関する意見書の提出について

原案可決 本会議

発議第７号
体育館への空調設備設置及び学校運営費の増額を求める意見
書の提出について

原案可決 本会議

発議第８号 地元企業優先発注に関する決議 原案可決 本会議

議案等番号 件名 議決結果 付託委員会

議案第 81号 平成 29 年度奄美市一般会計歳入歳出決算認定について 認定 一般会計

議案第 82 号
平成 29 年度奄美市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
認定について

認定 特別会計

○　前定例会からの継続審査
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▽　右ページの続き　▽

「傍聴」
議会は傍聴できます。
（事前連絡は不要です）
奄美市役所名瀬庁舎８階
にお越しください。

「議会中継」
議会の様子を

インターネットで
生中継しています。

奄美市議会 議会中継

受理番号 件名 提出者 結果 所管委員会

請願第３号

和瀬バイパス（国道 58 号線）

奄美市住用城地区の早期供用開始

に関する請願

城地区区長　脇田　正人 採択 産業建設

陳情第６号
国に対し「消費税増税中止を求め

る意見書」の提出を求める陳情

奄美民主商工会

事務局長　岡田　美幸
不採択 総務企画

陳情第７号
おがみ山・「日本復帰記念観光公

園」（仮称）の整備に関する陳情

奄美群島日本復帰 65 周年記

念民間団体実行委員会

委員長　大津　幸夫

継続審査 総務企画

陳情第８号
教室・体育館への空調設備設置を

求める陳情

新日本婦人の会奄美支部 

支部長　荒田　まゆみ
一部採択 文教厚生

陳情第９号

防衛省へ「奄美市へのミサイル部

隊配備計画」について説明会を求

める陳情

戦争のための自衛隊配備に反

対する奄美ネット

代表　城村　典文

継続審査 総務企画

議案等番号 件名 議決結果 付託委員会

議案第 83 号
平成 29 年度奄美市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
歳入歳出決算認定について

認定 特別会計

議案第 84 号
平成 29 年度奄美市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
定について

認定 特別会計

議案第 85 号
平成 29 年度奄美市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定
について

認定 特別会計

議案第 86 号 平成 29 年度奄美市訪問看護特別会計歳入歳出決算認定について 認定 特別会計

議案第 87 号
平成 29 年度奄美市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認
定について

認定 特別会計

議案第 88 号
平成 29 年度奄美市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
認定について

認定 特別会計

議案第 89 号
平成 29 年度奄美市ふるさと創生人材育成資金特別会計歳入
歳出決算認定について

認定 特別会計

議案第 90 号 平成 29 年度奄美市と畜場特別会計歳入歳出決算認定について 認定 特別会計

議案第 91 号
平成 29 年度奄美市交通災害共済特別会計歳入歳出決算認定
について

認定 特別会計

議案第 92 号
平成 29 年度奄美市水道事業会計の利益処分及び決算認定に
ついて

原案可決
及び認定

特別会計

請願・陳情の状況

奄美市役所は平成 31 年２月に
新庁舎に移転しました。
新議場で行う最初の議会です。
(定例会の予定は P16 に掲載 )

議会をご覧になりませんか？
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決算に関する特別委員会H29
一般会計決算等審査

特別会計決算等審査
平成 29 年度奄美市ふるさと創生人材育成資金
特別会計歳入歳出決算認定について

問現年度分と過年度分合わせて3,700 万円と
あるが、何名分で、返済はどうなっているのか
答企業奨学金分で４名、滞納金額で189 万
5,000円、教育奨学金で117名が滞納となって
おり、電話での呼び掛けや文書の発送、今年か
らは滞納に力を入れていくということで訪問等
を３支所で取り組んでいる。
平成 29 年度奄美市公共下水道事業特別会計歳
入歳出決算認定について

問下水管の耐震化率は
答耐震化の工事を24年度から行っており、名
瀬の下水道管は約139キロあり、現在まで行っ
ている耐震延長は893メートルで耐震化率は
0.6%となっている。

平成 29 年度奄美市交通災害共済特別会計歳入
歳出決算認定について

問加入率が低下している要因は
答年代別に分析をすると20代から60代の加
入率が低いという結果が出ており、民間が保険
に入っているので加入していないという見方も
しているが、市民の相互の助け合いの制度です
ので、広報活動を続けていきたい。
平成 29 年度奄美市国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算認定について

問１人当たりの医療費の疾病において、どのよ
うな病気が多いのか
答29年度で、入院、外来のみの内訳になるが、
全体で 39億円の医療費に対し、多いものが循
環器系の疾患、高血圧等も含め５億6,000万円
を占めており、次に精神及び行動の障害が５億
2,000 万円、次に新生物がんが5億 4,000 万円
の３つで約16億円程度を占めており、他は人工
透析や整形外科関係がある。

委員会で行なわれた審査の一部をご紹介します。

民生費　社会福祉費について

問社会福祉総務費の臨時福祉給付金の支給率は
答対象者は28年度と同じで12,717名で、その
対象者に対する支給率は98.1%となっている。

問社会福祉協議会への貸付金の現状について
答29 年度は一般貸付２件、特別貸付 42件、
合計1,091,600円。平成27年度から件数、貸付
額ともに伸びている。

総務費　地方創生推進費について

問大学等設立可能性調査事業について
答平成28年度から大学設立等可能性調査とい
う調査事業を実施。平成29年度に有識者会議
を実施し意見具申があった。短期的な取り組み
として複数の大学と自治体が連携して設置する
共同キャンパスなどの計２つの提案があった。

問着地型旅行商品造成事業について
答大きく５つの事業を実施しており、まち歩き
の需要把握や、旅行エージェントを活用した笠
利地区における体験ツアーの実施、ＷＥＢぺー
ジ「あまみっけ」でのＰＲの実施等をしている。総務費　ふるさと納税等活用事業費について

問あやまる岬観光公園遊具整備事業の備品購
入費について
答あやまる岬観光公園に配備しているファン
シーサイクルの更新で、10台の費用合計 400
万円を支出している。自転車というより遊具で
あるため、１台当たりの値段が22万から39万
と高額になっている。

労働費について

問シルバー人材センター運営事業で会員一人
当たりの受注件数について
答会員数に対して仕事に就いた率は74.2％で、
受注件数2,266 件の延べ人数は19,373人で同じ
方が何度も仕事をしているケースがある。今後
講習会等でシルバーの方の活躍の場を広げたい。
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　奄美市議会では、開かれた議会をめざして市民の皆さまに議会の活動状況をお知
らせし、皆さまからのご意見を市政に反映させるために議会報告会を実施していま
す。皆様からの貴重なご意見は、今後の議会報告会のあり方や議会運営の参考とさ
せていただきます。第12回議会報告会は、11月15日に市内４か所で開催されました。

住用総合支所
住用会場

担当議員
西公郎・関誠之・松山さおり
里秀和・伊東隆吉・師玉敏代

笠利総合支所
笠利会場

担当議員
三島照・多田義一・栄ヤスエ
平川久嘉・津畑誠・橋口和仁

名瀬会場
奄美文化センター 大熊町集会場

参加者数　　　名18

担当議員
川口幸義・竹山耕平・橋口耕太郎
安田壮平・林山克巳・渡雅之

担当議員
大迫勝史・元野景一・戸内恭次
﨑田信正・与勝広・奥輝人

議 報会 会告回12第

参加者数　　　名18

参加者数　　　名22参加者数　　　名31
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行政当局からの回答 市民の皆様からいただいたご質問やご意見について
行政当局からの回答をご紹介します。

Q １　小中学校に勤務しているが、先日オス
プレイが低空飛行する場面に遭った。子ども
達も非常に怖がっていた。このようなことが
3 回あった。安心したいがために、訓練等が
あるのであれば事前に訓練の内容を知らせて
欲しいと思うが、どうか。

Ａ．航空機の飛行につきましては，航空法や同
法施行規則に基づき国土交通省の許可を得てい
ることから，通常，事前連絡はないところです。
そのような中，米軍機にかかる飛行ルート等の
詳細につきましては，安全保障上の問題である
ことから公表されておらず，本市においても事
前の情報については把握できない状況でござい
ますが今後も国・県・関係機関と連携を図り，
得られた情報については提供してまいりたいと
考えておりますのでご理解をお願いいたします。

Q ２　区画整理をしたので城（ぐすく）のう
しろに道路を通すのは難しいが、事故が多い
ので道路を作って欲しい。このことを訴えて
から 10 年位になるので早く作って欲しい。

Ａ．県が平成 4年から 13 年にかけて国道 58 号和瀬バ
イパス工事に着手していますが当地区は字図混乱地域で
あり，用地取得が困難という事で工事が中断しておりま
す。奄美市としても地籍調査事業や協議会を通じての解
決や，中山間事業で解消するという方法について検討が
ありましたが，解消には至っておりません。また，法務
局からは集団和解方式という手法があるとの見解が示さ
れたが，相続人全体から 100％の同意を得られることは
不可能に近いということで，現在も字図混乱が続いてい
る状況です。また，国で所有者不明の特別措置法ができ
たとのことから，国や県の動向を見据えていく必要があ
ると存じますので，ご理解頂きますようお願いします。

Q ３　川内と津名久トンネル着工をなんとか
実現して欲しい。南部議員大会でも可決され
たのに未だ実現されていない。当時の県議会
議員にもお願いしていたが、議案が廃案になっ
た。集落からも要望を提出しようと考えてい
る。

Ａ．平成 6年に大和村と旧住用村で「大島
本島大和村・住用村間県道新設促進協議会」
が発足し，平成 8年に県議会定例会に陳情
を行っていますが，継続審査（審査未了）
となった経緯がございます。まず市として，
地域にとって重要かつ生活に密着した道路
整備を優先的に実施しており，大和村・住
用町間のトンネル開設については，今後検
証していく必要があると存じますので，ご
理解頂きますようお願いします。

Q ４　屋仁集落は県道をバイパス化しており、
バスは集落内を通るが市道の修理はなされて
いるのか。側溝のふたに段差があり、子ども
は転んだり、高齢者にも危ない為、検証がさ
れているのかを伺う。他の集落もあると思う
が、集落内道路の維持管理がされているのか。

Ａ．市道のパトロール時に確認した箇所は
随時対応を行っている状況ですが，地域に
おいて補修を要する危険な個所を発見した
際は，ご一報くだされば随時対応いたしま
すのでご連絡いただければと思います。

その他、会場で出されたご質問やご意見及びアンケート結果については、
奄美市議会ホームページで掲載しておりますのでご覧下さい。
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議会報告会当日のアンケートから

回答者の男女比・年齢層 次回も参加したいですか

議会報告会でどのような情報が知りたいですか？

奄美市議会に対して望むことは何ですか？

議会報告会に参加した感想を教えてください。

２０代：　　　１人
３０代：　　　７人
４０代：　　　５人
５０代：　　２０人
６０代：　　２１人
７０代：　　１５人
８０代以上：　５人
無回答：　　　２人

年齢層

男女比

男性：　５８人
女性：　１０人
無回答：　８人

回答率

85.4%

参加したい　79％

参加しない　4％

どちらとも
　いえない　17％

・奄美市の財政状況や将来像
・市民の安心安全に関わる情報

・議員活動や所管事務調査の報告
・生活・子育てに関すること

・わが市がどうあるべきか、建設的意見を提案して前向きに明るい話題を展開して欲しい。
・�各地区より色々な意見があり、それに対して議員さんより丁寧な説明があり、非常に
勉強になりました。
・せっかくだから地域の意見、要望が多くできるようにしてもらいたい。
・�所管事務調査の内容について記載されており理解することができたが、議員のみなさ
んの感想を聞きたいと思った。
・議会議員は、市民の代表なので、市民の立場になった活動を願う。
・報告会の内容（質問、答弁）毎年毎年、充実しているよう感じます。

・これからも報告会にとどまらず、意見交換の場を増やして欲しい。
・議会が身近に感じる施策をさらにすすめて欲しい。
・利益誘導でなく、住民の為になることを。
・市民からの目安箱を作ってほしいと思います。
・議員さんがもっと身近になってほしい。
・「〇〇問題について意見を聞く会」など、たくさん開いてもらいたい。
・奄美市全戸に配布される議会だよりの工夫（紙面）
・議会傍聴者の少ない現状の打開策。

皆さまから貴重なご意見やご要望をいただきました。今後の議員活動の中で有意義に
活用させていただきます。議会報告会へ参加していただきありがとうございました。
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政策立案推進会議

平成 30 年 12 月 14 日（金）に文教厚生員会で放

課後等デイサービス事業所の視察を行いました。

【 視察先 】

・放課後デイサービス　ヒマワリクラブ

・シエル　名瀬教室

・キッズケアホーム　にこぴあ

【 視察内容 】

放課後等デイサービスの現状と各事業所の状況

や課題について、管理者の方々から説明を受け、

その後、意見交換を行いました。

文教厚生委員会 視察

　市議会では議会活性化の一環として、平成 30 年度より政策立案推進会議（座長竹山

耕平、委員７名）を発足し、本市における問題や課題に対し調査研究を行うこととしてお

ります。今回は「空き家等への対策」をテーマとし、関係機関へのヒアリングや地域代表

者へのアンケート、現場視察などを行った上で政策提言書を作成、12 月６日に師玉議長

より朝山市長へ提出しました。

　提言の主な内容は、○特別措置法に係る協議会の設置や空家等対策計画策定への早期

着手 ○空き家実態調査の実施、調査結果に係るデータベースの整備 ○地域や関係機関等

との連携強化 ○空き家の除却をはじめとする費用等への支援 ○空き家バンク制度の更な

る活用などを提言事項とし、今後の施策に対しての提言を行いました。この政策提言は奄

美市議会として初めての取組みとなります。

【　放課後デイサービス　ヒマワリクラブ　】【　キッズケアルーム　にこぴあ　】

【　シエル　名瀬教室　】
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議場閉場式

議員定数等調査特別委員会
　本市議会では平成 29 年 7 月に同特別委

員会（委員長与勝広 , 委員 23 名）を設置し、

同年 9 月から 30 年 12 月まで計 14 回にわ

たり検討・協議を行いました。まず議員定数

について検討し行財政改革の視点だけでな

く、人口推計、市政の現状と課題、将来の予

測と展望を考慮するとともに、類似市との比

較検討を行い、パブリックコメントで市民の

意見を聴いたうえ、総合的に判断し、2 名削

減の 22 名を定数とすることを決定し、条例

改正案を提案し可決されました。

　また、議員報酬については、各会派・各委員

から報酬に関する意見を聴取し、議会の議員報

酬に関する各意見と基本的な考え方である基

本的意見をまとめ、特別職報酬審議会での審議

の参考となるよう市長へ報告致しました。

　本議場は、昭和 42 年に旧名瀬市の議会議場として完成し平成 18 年３月 20 日から旧名

瀬市、旧住用村、旧笠利町の合併に伴い奄美市の新議場として生まれ変わりました。

　51年という長きにわたり市政運営の意思決定をする厳粛な場として様々な事案や諸問題

をめぐり白熱した議論が繰り広げられて参りました。合併当初の奄美市議会は、43 名の議

員からスタートし、平成 19 年の一般選挙から 26 名、平成 23 年の選挙から 24 名となり、

現在までに延べ 118 名の議員で運営され、さらに平成 31年の市議会議員選挙からは 22

名議員で構成されることになります。

　市民の負託を受けた私ども議員にとりましても、この議場は議会活動の要となるところで

あり常に身の引き締る思いでこの場に臨んで参ったところでございます。

　平成３０年第４回定例会をもって、本議場はその長い歴史に幕を閉じることになりますが、

これまで、歴史の一部始終を見守り続けました議場に心から敬意と感謝を申し上げるととも

に、新庁舎においても更なる奄美市発展のため取り組んで参ります。（議長挨拶より引用 ）

◀
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
最
終
報
告
書
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第１回定例会の予定

一般質問

本会議

最終
   本会議

編集あとがき

《 １１月 》
　６日 県市議会議長会臨時総会(東京都)
１１日 第11回奄美市民体育祭
１３日 市役所本庁舎建設工事現場見学会
１４日 市町村議会議長会(与論町)
１５日 議会報告会
１９日 政策立案推進会議
２８日 議会運営委員会
３０日 議員定数等調査特別委員会

《 １２月 》
　６日 第４回定例会開会・全員協議会
　　　 政策提言書提出
　　　 議員定数等調査特別委員会
　７日 一般質問
１０日 一般質問
１１日 一般質問
　　　 議員定数等調査特別委員会
１３日 本会議・全員協議会・会派代表者会
１４日 常任委員会（文教厚生）
１７日 常任委員会（産業建設）
１８日 常任委員会（総務企画）
１９日 議員定数等調査特別委員会
　　　 議会運営委員会
　　　 議会活性化検討委員会
２６日 最終本会議
　　　 議員定数等調査特別委員会報告書提出

《 １月 》
　３日 ３地区成人式
　９日 大島郡町村議会議長会・
　　　 正副議長研修会
１７日 県市議会議長会臨時総会(鹿児島市)
１８日 県市議会議員研修会
２２日 九州市議会議長会第４回理事会(別府市)
２４日 議会運営委員会
２８日 議会活性化検討委員会
２９日 政策立案推進会議
　　　 奄美市議会議員研修会
３１日 奄美・やんばる広域圏交流推進協議
　　　 会総会(名護市)

議会の動き

一般質問

開会 常任委員会

予算委員会

予算委員会

本会議


